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第１節 

 

「思考力、判断力、表現力」

の育成に関する課題の整理 
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今期研究を進めていくにあたって、まず、本校の「思考力、判断力、表現力」の育成に関する

状況を把握し、課題を整理するところから取りかかることとした。課題の整理は、令和３年度に

作成した単元計画の「単元の個人目標の評価」のうち、「思考・判断・表現」の評価を分析する方

法で行うこととした。 

本校では、令和３年度からカリキュラム・マネジメントに係る業務の一環として、実施してい

る単元のほとんどについて単元計画を作成し（表１）、紙媒体のファイルだけでなく、学校サーバ

ー上のデータとしても保存している。個人の単元目標は、評価の際に「知識・技能」「思考・判断・

表現」「主体的に学び取り組む態度」の３観点を記述しているが、個人目標の評価のうち、「思考・

判断・表現」の評価を記述することが難しいという声が多く出ていた。このことについて、実際

に記述された評価を確認して、「適切に評価されているか」「どのように難しいのか」「なぜ難しい

のか」について検討し、本校における「思考力、判断力、表現力」の育成に関する課題を分析

する必要があると考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１  令令和和３３年年度度単単元元計計画画のの「「思思考考・・判判断断・・表表現現」」のの評評価価をを分分析析すするる。。  

単元計画の評価の分析については、いくつかの項目に評価を分類した上で割合などの傾向を読

み取り、その背景等を職員間で検討する方法で行うこととした。 

分類の項目を設定するには、「思考力、判断力、表現力」の捉えを整理する必要がある。そこで、

まず法的根拠等を確認しながら、「思考力、判断力、表現力」とはどのような力であるかを協議し

た。学校教育法第 30 条２項には「生涯にわたり学習する基盤が培われるよう、基礎的な知識及び

技能を習得させるとともに、これらを活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表

現力その他の能力をはぐくみ、主体的に学習に取り組む態度を養うことに、特に意を用いなけれ

ばならない」と表記されている。また、学習指導要領（特別支援学校小学部・中学部学習指導要

領）には、第１章総則第２節中に、「(1)基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ、これ

らを活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力等を育むとともに（後略）」の

 単元計画記載項目 

１ 単元名 

２ 単元の目標（各教科等を合わせた指導も教科別に設定する） 

３ 単元の計画（各次の日程・時数・活動内容・指導内容） 

４ 

単元の個人目標と評価 

（個人目標は、教科別に児童生徒の段階に応じて個別に設定し、評価は３観点の記述式

とする。また、今後に向けての気付きも記載する） 

５ 

単元についての気付き等 

（単元の目標を達成するにあたって適切な単元や学習内容であったかなど、単元全体の

評価を行う。また、より個人目標が達成されるように改善するべき点などを記載する） 

〔表１ 単元計画の記載項目〕 
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記述がある。これらには、「思考力、判断力、表現力」とは「習得した知識及び技能を活用して課

題を解決するために必要となる力」と示されている。この「『知識及び技能』を活用して課題を解

決するために必要な力」の文中の、特に「課題を解決する」をキーワードとしながら、検討を進

めていった。 

学習指導要領解説（総則編）では、「知識及び技能を活用して課題を解決する」過程を「事物の

中から問題を見いだし、その問題を定義し解決の方向性を決定し、解決方法を探して計画を立て、

結果を予測しながら実行し、振り返って次の問題発見・解決につなげていく過程」「精査した情報

を基に自分の考えを形成し、文章や発話によって表現したり、目的や場面、状況等に応じて互い

の考えを適切に伝え合い、多様な考えを理解したり、集団としての考えを形成したりしていく過

程」「思いや考えを基に構想し、意味や価値を創造していく過程」と示している。また、平成 29

年の学習指導要領改訂につながる、平成 28 年中央教育審議会での言語能力の向上に関する特別

チームでは、審議資料として「『思考力・判断力・表現力等』についての整理のイメージ」が提示

された。その中で「問題発見・解決のプロセス」の中で働く「思考・判断・表現」（図１）が示さ

れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この「課題解決のプロセス」で働く「思考力」「判断力」「表現力」を、本校単元計画の「思考・

判断・表現」の評価を分類する項目として設定し、評価分析シートを作成することとした。 

なお、特別支援教育においては、いわゆる「発問」から始まり「問いへの回答」をゴールとす

る学習スタイルだけではなく、「生活上の課題に対してその解決に向けて取り組む」や「興味・関

〔図１「問題発見・解決のプロセス」の中で働く「思考・判断・表現」〕 
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問問
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発発
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解解
決決
のの

ププ
ロロ
セセ
スス

問題の発⾒
問題の定義
解決の方向性
の決定

解決方法の探索
計画の⽴案

結果の予測
計画の実⾏ 振り返り

プ
ロ
セ
ス
の
中
で
働
く
思
考･
判
断･

表
現
等
の
う
ち
、
特
に
重
視
す
べ
き
も
の
の
例

情報の抽出

表
現

判
断

他者への働きかけ、他者との協働
外部との相互作用

次の問題解決へ

思
考

学
習
を
通
じ
た

創
造
的
思
考

推
論

仮
説
の
形
成

言語表現、言語活動（記号や図表等による表現も含む）

※必ずしも⼀方通⾏の流れではない

結果に基づ
く推論

問題発⾒･解決に必要な情報の収集･蓄積

問題発⾒･解決に必要な新たな知識･技能の獲得

問題に応じた知識･技能の構造化

知識･技能の活用

結果の吟味
とﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

新たな問い
の発⾒

新たな知識
やモデル等
の創造

問題や解法、計画等の構成、表現 結果の構成、表現情報相互の関係性の
構成、表現

必要な情
報の選択

問題の明確化

解決の方向性の
比較・選択

解法や計画の
評価・選択・決定

知識や情報に基づく
仮説の形成

抽出した情
報に基づく
問題の理解

関連する知
識や情報の
検索

結果の予測 次の問題解決
に向けた推論

検 討 中

結論に関する
意思決定

結論に基づく
意思決定

表現に関する外部
との相互作用、
フィードバック



心を軸に取り組みたいテーマを見出し、活動を積み重ねる」という学習スタイルを取ることも多

いため、ここでは「課題」を「取り組むべきテーマや主題」の意味ももたせ、「問題発見・解決の

プロセス」ではなく「課題解決のプロセス」と表現した。 

「課題解決のプロセス」は授業の展開とも関連させて、「課題の発見」「解決の方向性の決定と

解決方法の計画・実行」「結果の受け止めと振り返り」と設定した。それぞれのプロセス中の「思

考力」「判断力」「表現力」とはどのような力であるかについて、単元や授業における具体的な力

を明らかにする必要があると考えた。まず、「判断力」や「表現力」の土台となる「思考力」につ

いて、先行研究から学ぶこととした。 

栃木県総合教育センターの論考にお

いては、「思考力・判断力・表現力の育

成に関する調査研究」（2016 年３月）に

おいて、「比較」「分類」「関係付け」「理

由付け」の４つの「思考のすべ」を提唱

している（図２）。普段の授業の中で児

童生徒が「思考のすべ」を使うような発

問等を行い、「思考力」を効果的に高め

る授業研究が行われた。 

 

国立教育政策研究所の「教育課程の編成に関する基礎的研究」報告書「社会の変化に対応する

資質や能力を育成する教育課程編成の基本」（2013 年３月）の中で取り挙げられた新潟大学教育

学部附属新潟小学校の研究では、思考の具体的な働きが「比較する」「拡張する」等の「思考の方

法」として動詞で示された。さらに児童が「思考の方法」を使用しやすいように、「◯◯と△△を

比較してその違いから～がわかる」「他にもっとよいやり方はないかな」等の「思考のことば」も

示された。授業の中で、児童が様々な思考の言葉を用いながら、様々な思考の方法によって問題

の解決に取り組むことができるような、授業の在り方について実践研究が進められた（表２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔図２ 栃木県総合教育センター「思考のすべ」〕 
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さらに、2001 年にアンダーソンらにより提言された、教育目標を分類し明確に記述する枠組み

としての「ブルーム・タキソノミー」の改訂版にも注目した。改訂版「ブルーム・タキソノミー」

では、認知領域として「記憶」「理解」「応用」「分析」「総合」「評価」の６つが挙げられおり、そ

れらを説明する項目も示されている（表３）。これらの認知領域や項目として挙げられた「比較す

る」「拡張する」等の動詞の文言も、私たちが「思考力」を理解する上で参考とすることができる

と考えた。 

 

 

 

 

〔表２ 思考の方法とことば〕 
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以上のような資料や先行研究を参考として、評価分析シートを作成した（表４）。評価分析シー

トでは、それぞれの「課題解決のプロセス」で働く「思考」「判断」「表現」を、①から⑯の項目

で示した。 

評価分析シートを使用し、令和３年度の全単元計画について、個人目標の評価の「思考・判断・

表現」の評価の記述が①～⑯のどれに分類されるのか、グループに分かれて検討を行った。その

分類の結果から見えてきたことや、考えたこと等をグループ内で意見交換した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔表３ 改訂版ブルーム・タキソノミー〕 
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〔表４ 評価分析シート〕 
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課題解決
プロセス

思考
判断
表現

通
し
番
号

具体的な⼒ カウント 備考

思考 ① 関連する情報を検索する

判断 ② 必要な情報を選択する

③ 解決に必要な情報を検索する

④ 解決⽅法を考える

⑤ 考えを⽐較する

⑥ 結果を予測する

⑦ 解決の⽅向性を決める

⑧ 解決に向けて計画する

⑨ 考えたことを表現する

⑩ 計画を実⾏する

⑪ 解決⽅法を振り返る

⑫ 他の⽅法を考える

⑬ 次の課題を発⾒する

⑭ 結果に基づいて意思決定する

⑮ 結果を評価する価値付けする

表現 ⑯ 結果を表現する

記述

「思考・判断・表現」評価分析シート

課
題
の

発
⾒

判断

結
果
の
受
け
⽌
め
と

振
り
返
り

思考

判断

表現

解
決
の
⽅
向
性
の
決
定
と

解
決
⽅
法
の
計
画
・
実
⾏

思考

備考「思考・判断・表現」では
ない

どれにも当てはまらない

備考
①から⑯にあてはまらない



令和３年度、小学部では各学級（２学年ごとの複式学級

の計３学級）の生活単元学習、音楽、図画工作、体育で作

成し、サーバー上のデータと紙媒体のファイル（図３）で

保存した。中学部では、生活単元学習（学年別）、作業学

習、国語、数学、音楽、美術、保健体育で、高等部では、

生活単元学習、作業学習、国語、数学、職業、音楽、美術、

保健体育で作成した（表５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分析の対象である単元計画では、児童生徒一人一人に単元の個人目標の設定を行っており、育

成を目指す資質・能力の３つの柱を総括して、各教科等別に１つの目標を立てるようにしている。

そして、評価の段階において、「知識・技能」「思考･判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」

の３つの観点別に、単元の中で見ることができた児童生徒の学びの姿を記述している。この、「思

考・判断・表現」の評価の記述について分析を行う。 

まず、評価分析シートを用いて単元計画の「思考・判断・表現」の評価を分類した。その結果

は、次のとおりである（表６）。 

 

 

 

 

 

小学部 

 

12冊 

生活単元学習 4つの授業について A 組・B 組・C 組の各学級別 

音楽 

図画工作 

体育 

中学部 

 

９冊 

生活単元学習 各学年 

作業学習 ３作業種で１冊 

国語 縦割り３グループで１冊 

数学 縦割り３グループで１冊 

学部音楽 各１冊 

 学部美術 

学部保健体育 

高等部 

 

８冊 

生活単元学習 学部で１冊 

作業学習 ４作業種で１冊 

国語 縦割り３グループで１冊 

数学 縦割り３グループで１冊 

職業 ２グループで１冊 

学部音楽 各１冊 

学部美術 

学部保健体育 

〔図３ 単元計画ファイル（小学部）〕 

〔表５ 各学部単元計画ファイル一覧〕 
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今回、集計を行った全目標数は 3,281 だった。その内「思考・判断・表現」の評価の記述があ

ったものは 1,581 の 48.2 パーセントだった。このうち「～たり、～たりすることができた」や

課
題
解
決
プ
ロ
セ
ス 

思

考 

判

断 

表

現 

通

し

番

号 

小学部 中学部 高等部 合

計 合
わ
せ
た
指
導 

教
科
別
の
指
導 

合
わ
せ
た
指
導 

 

教
科
別
の
指
導 

合
わ
せ
た
指
導 

教
科
別
の
指
導 

課
題
の 

発
見 

思

考 

① 
2 3 14 4 4 0 27 

判

断 

② 
13 4 15 6 9 19 66 

解
決
の
方
向
性
の
決
定
と 

解
決
方
法
の
計
画
・
実
行 

思

考 

③ 
3 4 12 7 40 20 86 

④ 
38 53 42 26 65 49 273 

⑤ 
12 7 14 8 19 4 64 

⑥ 
0 11 9 18 4 5 47 

判

断 

⑦ 
16 39 32 4 21 8 120 

⑧ 
1 5 6 12 20 10 54 

表

現 

⑨ 
69 103 134 59 67 83 515 

⑩ 
20 39 63 15 25 38 200 

結
果
の
受
け
止
め
と 

振
り
返
り 

思

考 

⑪ 
0 1 1 3 0 1 6 

⑫ 
0 6 3 3 18 11 41 

⑬ 
0 0 0 2 0 0 2 

判

断 

⑭ 
3 7 6 5 4 19 44 

⑮ 
1 6 3 3 0 0 13 

表

現 

⑯ 
6 14 11 5 3 11 50 

合計 1608 

〔表６ 単元計画評価の分類結果〕 
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